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撮影と画像処理のポイント 
   

100mmレンズによる星野写真の場合 

注意事項 

 

  自己流で習得した内容なので、そのつもりでご覧下さい 

  また、もっと賢い方法等がありましたら是非教えて下さい 

 

2017年8月 

北杜市みずがき天文愛好会 

（やまねももんが） 

2016年にまとめたものに少し手を加えたものです 



◇ 撮影に関して 

 

    ・星空の状態  → 暗さよりも透明度が重要だと思う 

 

    ・フォーカス調整  → 星像の大きさよりも、赤いフリンジを出さないことを優先している 

 

    ・光害カットフィルター  → 今は使用しないで、たっぷり露光することを優先している 

                      でもそろそろ限界も感じている 

 

    ・露光時間と枚数  → たっぷり露光する （どこまで強い処理をするかで決める） 

 

       ・露光時間  → ヒストグラムのピーク位置は左から２／５から真ん中あたりが目標 

 

 

 

       ・枚数  → 総露光時間は６０分以上 （できれば９０分以上） 

 

撮影と画像処理のポイント  100mmレンズによる星野写真の場合 

１/２２ 

処理がしやすい 
ステライメージで加算でコンポジットする場合は状況が異なるかも 

画像のざらつきをできるだけ少なくしたい 



撮影と画像処理のポイント  100mmレンズによる星野写真の場合 

２/２２ 

◇ 画像処理 

 

    ・フラット補正 

       ・フラットフレームを使ったフラット補正 

       ・街明りなどによるカブリの偏り補正 （グラデーションマスクを使う） 

          ・明るさ、色合い （場合によってはコントラストも） 

 

 

    ・コントラストをＲＧＢで揃える  → 全体的に透明感が増すような気がする 

       ・ヒストグラムの標準偏差で確認する 

 

 

    ・やりすぎたと感じるところまでやってみて、少し戻る 

    ・数日後に改めて見てみる  → そのときの第一印象が当たっている 

画像処理で最も重要！ 

これも重要！ 



カメラレンズのフォーカス調整  100mmレンズによる星野写真の場合 

自分には神の目も手も無い  → キヤノンのカメラとレンズの組み合わせでは、この手法が使える 

◇リモートライブビュー （ＥＯＳ Ｕｔｉｌｉｔｙ） 

数値が最少の時 数値が最少より０．２程度大きくなった時 

◇ぴんたんさん作成の 「ＰｉｎｔＡｉｄｅ」 

３/２２ 



画像処理の流れ  100mmレンズによる星野写真の場合 

◇ 前処理（１） 

     ・ フラット補正、ダーク減算 （ＲＡＰ２） 

     ・ Ｒａｗ現像 （ＣａｍｅｒａＲａｗ） 

     ・ コンポジット 

 

◇ 前処理（２） 

     ・ カブリの偏り補正 

     ・ 諧調の切り出し （Ｓｔｅｌｌａ Ｉｍａｇｅ のデジタル現像） 

 

◇ 絵作りの処理 

     ・ 諧調の割り振り 

          ・ 天体の淡い部分のあぶり出し 

          ・ コントラスト調整 

          ・ 明るさの調整 

     ・ 色合い調整  

     ・ 色彩強調 （Ｓｔｅｌｌａ Ｉｍａｇｅ） 

     ・ 微光星の処理 

     ・ ノイズ低減、シャープ処理 

４/２２ 

主にＰｈｏｔｏｓｈｏｐで処理 



画像処理の流れ （１）  100mmレンズによる星野写真の場合 

◇ フラット補正、ダーク減算 （ＲＡＰ２） 

    ・フラットフレーム  （ライトフレームでダーク減算する場合は、これにもダーク減算が必要） 

    ・ダークフレーム 

 

◇ Ｒａｗ現像 （ＣａｍｅｒａＲａｗ） 

    ・プロファイルは 「Ｃａｍｅｒａ Ｎｅｕｔｒａｌ」 

    ・各画像で以下を合わせる 

       ・ホワイトバランスの調整  → 輝度の平均値をＲＧＢで合わせる 

       ・明るさ （輝度のヒストグラムのピーク）  → 露光量で調整 

 

    ・画像データは１６ビットのＴＩＦＦで出力し、これ以降の処理は全て１６ビットで行う 

 

◇ コンポジット 

    ・加算平均 （Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐで手作業でやっているが、、、） 

５/２２ 

ステライメージの場合 
直後にデジタル現像する場合は、単純加算でも加算平均でも同じになる？ 

使いまわしているが、ちょっと不安も感じる 



フラットフレームを使ったフラット補正 

◇ 補正できる主なもの 

    ・光学系の周辺減光 

    ・光が斜めに入射することによる色ムラ 

       ・光害カットフィルター（干渉フィルター）に起因するもの 

       ・カメラの撮像素子（センサー）に起因するもの 

    ・センサー上のゴミ？ 

 

 

◇ 補正できないもの 

    ・街明りなどによるカブリの偏り （明るさのムラ、色合いのムラ） 

 

６/２２ 

焦点距離が短いほど、重要で厄介になる 



フラットフレームを使ったフラット補正 

◇ フラットフレームはどうやって作るの？ 

 

    ・レンズの絞りとフォーカスはライトフレームと同じにする 

       ・ＩＳＯ感度も同じにした 

    ・露光時間はあまり短くないほうが良い  → ＮＤフィルターを使って露光時間を伸ばした 

    ・明るさや色合いはライトフレームに合わせたい  → ＲＡＰ２の機能を使っている 

    ・ライトフレームでダーク減算するなら、フラットフレームもダーク減算する 

    ・複数枚（～８枚）をコンポジットする 

 

 

    ・光源は？ 

       ・自然光 （青空、曇り空） 

       ・人工光 （ライトパネル、ディスプレイ） 

 

       ・鏡筒（フード）の前面にトレーシングペーパーを配置して、光を拡散させる 

          ↓ 

        でも、カメラレンズではうまくいかなかった！ 

        レンズの前玉と光源との距離をある程度離さないと駄目のようだ 

７/２２ 

最大の問題！ 

今は曇り空で作ったものを使っている 



画像のノイズ 

◇ ノイズには２種類ある 

    ・固定パターンノイズ （いつも同じ場所に同じように発生するもの） 

       → 対応はダークフレームの減算 

    ・ランダムノイズ 

       → 対応は多数枚のコンポジット （Ｓ／Ｎは√（枚数）で向上する） 

 

◇ ノイズはＩＳＯ感度や温度に敏感 

 

 

◇ ダークフレーム 

    ・ＩＳＯ感度，温度，露光時間の組み合わせで作る 

       ・温度に関しては±２℃の変化なら同じものを使っている 

    ・複数枚（～８枚）をコンポジットする 

    ・ライブラリを作って使いまわしているが、毎回作ったほうが良いのかなあ？ 

 

◇ それ以外にも、ときどき変なノイズ？が見られることがあるが何だろう？ 

  

温度は外気温でチェックしているが、本当はセンサーの温度を見たい 
連続撮影すると、センサー温度は高くなる 

８/２２ 



画像処理の流れ （２）  100mmレンズによる星野写真の場合 

◇ カブリの偏り補正 （Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ） 

    ・レベル補正でグラデーションマスクを使う 

       ・明るさ（輝度）  → 各部の平均輝度をチェックしながら補正する 

       ・色合い  → 彩度を強調しておくと分かりやすい 

       ・場合によってはコントラストも 

          ・地平高度が低い部分やカブリの影響がある部分はコントラストが低下している 

 

◇ 諧調の切り出し （Ｓｔｅｌｌａ Ｉｍａｇｅ） 

    ・デジタル現像を使う 

       ・明るい星の中心部をレベルの最大値に設定する 

       ・レベルの最小値は全体の明るさを見ながら設定する 

 

◇ 再度の偏り補正  ※ 処理を進めると、偏りも強調されて目立ってくる 

    ・対象が銀河（天の川），星雲，分子雲 等の場合  → 上記の偏り補正を適時行う 

    ・対象が小さな天体の場合 （散開星団，球状星団，系外銀河 等） 

       → ＦｌａｔＡｉｄｅ の手を借りる 

強力な助っ人だが、使いこなしが難しいかも 

９/２２ 



カブリの偏り補正 

１０/２２ 

コンポジット後 補正せずに処理を進めると、すぐにこうなっちゃいます 

最初は大まかな補正をして、 

徐々に細かい部分を詰めていくのが良い 

 

明るさ（輝度）の補正 

  → 各部のヒストグラムを表示させて輝度値を見る 

 

色合いの補正 

  → 彩度を極端に高くして偏りを見る 

補正してから仕上げたもの 



フラットエイド 

◇ 星像検出 

    ・パラメータは試行錯誤しながら調整する 

       ・星検出エッジしきい値  → あまり暗い星まで拾わないように 

       ・検出領域の範囲を拡張 

       ・星領域強制判定濃度  → 明るい星の周りや銀河の淡い部分などを拾うように 

 

◇ 星像消去 

    ・明るい星の周りや銀河の淡い部分などが残ってしまうことが多いが 

     これをできるだけ少なくするように上記のパラメータを調整し直す 

 

 

◇ シェーディング画像  → 一旦保存して、Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐに持っていく 

    ・上記の残ってしまった部分に対して 

       スタンプツールを使って、近くの領域をコピーしてペーストする 

    ・全体をぼかす  → ガウスのぼかしで５～５０ｐｉｘｅｌ程度 

 

◇ 補正実行 

    ・処理を施したシェーディング画像を読み込んで、補正を実行する 

１１/２２ 

この作業が必要だと感じている 



フラットエイドでの処理後 処理前 

シェーディング画像 

１２/２２ 

演算方法 
  ・減算で補正（カブリ向き） → 多くはこちら 
  ・除算で補正（周辺減光向き） 
 
シェーディング画像のレベルを自動補正 → しない 
 
ノイズを保持する → はい 



画像処理の流れ （３-１）  100mmレンズによる星野写真の場合 

  ここまでで下準備が完了し、 

  ここからが自分の好みの画像に仕上げていく段階です 

 

  まずは目指すゴールをイメージしましょう 

     ・それは人によって千差万別です 

 

  次に、それをどのようなステップで実現していくかですが、それがなかなか難しいのですよね 

     ・使うツールやコマンドはいろいろありますが、自分に合ったものを使えば良いと思います 

     ・繊細にかつ大胆に仕上げていきましょう 

 

 

  私は主に Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ を使い、処理は「調整レイヤー」で行っています 

  これの利点はいろいろあります 

     ・処理を進めながら、前に戻って処理のパラメータ等を変更できる 

     ・処理を取り消したり、順番を変えることができる 

     ・マスクを使うのが簡単で、単純なマスク（輝度マスク）ならすぐに作れる 

     ・処理内容を保存することができ、何時でも修正することができる 

        ・ただしファイルサイズは巨大になるが、、、 

１３/２２ 



画像処理の流れ （３-２）  100mmレンズによる星野写真の場合 

◇ 諧調の割り振り 

    ・結局は、どこにどれだけの諧調を割り振るか？ 

       ・やり過ぎは禁物、でもやってみないと適正な状態が分かりませんよ 

       ・輝度と色を分けて考えることも必要かも 

    ・淡い部分を浮かび上がらせるために諧調を使うと、どこかにしわ寄せが来る 

       ・星の白飛び（飽和）が進んだり、背景が黒潰れしたりする 

    ・マスクをうまく使うことがポイント （でも自分もまだよく分かっていない） 

 

◇ 色合い調整  → 好みで良いと思うが、背景の基本はニュートラルグレーだと思っている 

 

◇ 明るさの調整  → 好みで良いと思うが、背景はあまり暗くしていない 

                明るさの中間値は40～50が多い 

 

◇ 彩度の調整 

 

◇ 微光星の処理  → やらずに済めば、それに越したことはないのでしょうが、、、 

 

◇ ノイズ低減、シャープ処理  → 基本的には、処理の最後にやるのが鉄則 

１４/２２ 



画像処理の流れ （４）  100mmレンズによる星野写真の場合 

コントラスト調整にはいろんなコマンドが使える 
ＣａｍｅｒａＲａｗでの処理 
  Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ内でフィルターとして使える 

入力と出力の関係 → 諧調の割り振り 
他のコマンドでもこれがイメージできると鬼に金棒 

１５/２２ 



１６/２２ 

コントラストの程度はヒストグラムの幅（標準偏差）で判断している 
Ｒ  

Ｇ  

Ｂ  



処理の例 

ＥＯＳ ６０Ｄａ、ＥＦ１００ｍｍ Ｆ２．８ Ｍａｃｒｏ 
 
撮影 ： 2014.10.25  長野県・蓼科にて 
 
４８０ｓｅｃ × １１枚 

１７/２２ 

これは、いろんなことがとてもうまくいったものです 
でもその要因がよく分からない部分もあります 
だから例題としてはイマイチかも？ 



コンポジット後 

明るさと色合いの偏り補正後 

Ｓｔｅｌｌａ Ｉｍａｇｅ でのデジタル現像後 

ＲＧＢ毎にコントラスト調整した後 

１８/２２ 

第１関門 
この作業がうまくいくと後は楽しい 

これで終了でも良いかも 



Ｒ  平均 ５５．５  中間値 ５０  標準偏差 ２７．３ 

Ｇ  平均 ５５．４  中間値 ４９  標準偏差 ２６．３ 

Ｂ  平均 ５７．５  中間値 ５０  標準偏差 ３１．１ 

Ｒ  平均 ６１．５  中間値 ５４  標準偏差 ３１．５ 

Ｇ  平均 ５７．３  中間値 ５０  標準偏差 ２９．１ 

Ｂ  平均 ５８．０  中間値 ５０  標準偏差 ３２．３ 

レベル補正（コントラスト強調）の処理後 

 

  Ｂのコントラストが強い （標準偏差が大きい） 

明るさ・コントラスト 

  ・ＲＧＢそれぞれに処理を加える 

     ・レイヤー効果で指定 

  ・マスクは同じものを使う 

 

  主にＲとＧのコントラストを強める 

１９/２２ 



ＣａｎｅｒａＲａｗフィルターでの処理（１回目）後 

上の処理で用いたマスク 

Ｓｔｅｌｌａ Ｉｍａｇｅ でのＬａｂ色彩調整後 

さらに一押し 

２０/２２ 



さらに二押し 

上の処理で用いたマスク 

微光星処理後 

２１/２２ 



星空写真の話あれこれ 

・星空写真の背景の明るさは？ 
・星の輝度は飽和していいの？ 
・星の色合いは？ 
・ヒストグラムをじっくり見よう 
・ちょうど良い露光は？ 
・星像が汚い 
・写野の広い星野写真は悩ましい 

こんなお話も用意してあります 

２２/２２ 


